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In this studies, we studied that the "Arima Onsen 
Yukemuri University" was for design practical education. 
That is, in order to rethink the educational effect of 
"Interdepartmental Project", of this event "T-shirt", "Flyer" 
design, and by volunteer students "Kobe Design University 
Zakkaya san",  "Yukata DE Fashion show" were held. As 
other events, workshop of "Arima Onsen Christmas tree 
project" , "Flyer" design for "Arima Setsubun E".  
In addition, visited to Musashino Art University, Gunma 
Prefectural Women's University, Ritsumeikan Asia Pacific 
University, which were investigated. 
Results of the studies, students who participated in the 
"Arima Onsen Yukemuri University" was able opportunity 
of exchange beyond the school year and other departments. 
In addition, it becomes a very valuable experience, that the 
staff of Arima Onsen and students of Osaka College of 
Music, Kinki University, Mukogawa Women's University 
also could exchange in particular can be expected to be 
teaching a variety of effects. Therefore, it was possible to 




































年生 1 名、2 年生 7 名)、プロダクトデザイン学科 9 名（1
年生 4 名、2 年生 5 名）、まんが表現学科 2 名（2 年生 2
名）、クラフト・美術学科 4 名（1 年生 1 名、2 年生 3 名）、
ファッションデザイン学科 2 名（1 年生 2 名）の 5 学科と








「本学オリエンテーション」5 月 28 日（火）12：15～12：
45、学生に対してオリエンテーションを行いプロジェクト
の趣旨と 2010 年〜2012 年に実施された「有馬温泉ゆけ
むり大学」の内容を説明した。 





図 1 現地ガイドによる有馬温泉のフィールド調査 
 
「学内打ち合わせ（1）」6 月 14 日（金）18：00～19：
00、学生に対して「T シャツ」、「チラシ」の表紙のデザ
インを必須の提出物とし、今後のスケジュールを確認した。 
「学内打ち合わせ（2）」6 月 28 日（金）18：00～19：
30、学生による第 1 回目の「T シャツ」、「チラシ」プレ
ゼンテーションを行った。 
「学内打ち合わせ（3）」 7 月 5 日（金） 18：00～19：
00、ブラッシュアップされた作品を本学会場に展示して学
生の投票により「T シャツ」、「チラシ」のデザイン案を
絞り込んだ。その結果「T シャツ」7 案、「チラシ」6 案
となった。（図 2） 
 













図 3 最終案の「T シャツ」、「チラシ」のデザイン 
 











は、8 月 31 日（土）10 時〜17 時及び 9 月 1 日（日）10
時〜13 時の二日間に有馬温泉金の湯前にて参加学生の作
品（有馬のお土産に関連した作品）の展示販売を目的とす
る模擬店を出店した。8 月 31 日（土）の参加学生は、ク
ラフト・美術学科 3 年生 4 名、4 年生 2 名、ファッション
デザイン学科 3 年生 9 名、9 月 1 日（日）の参加学生は、
クラフト・美術学科の学生のみとなった。なお、事前のプ
レリサーチとして、有馬夏祭り 8 月 4 日（日）、8 月 4 日
（月）19 時〜22 時に太閤通りにて展示販売を行い、本番
学園祭に向けての準備態勢を整えた。 
 「浴衣 DE ファッションショー」は、8 月 31 日（土）
18 時 30 分～19 時の時間に温泉寺本堂内で実施された。
ファションデザイン学科 3 年生 9 名は、兵庫県の地場産業
「播州織」を用いた浴衣のファッションショーを開催し、
近畿大学、武庫川女子大学、こゆな 12 坊（有馬温泉の PR
レディー）及び本学学生がモデルとなり、本堂の幽玄な雰
囲気の中にも若い感性が輝いていた。なお、告知用のチラ









クト」は、有馬温泉金の湯前において、2013 年 11 月 30
日（土）〜12 月 26 日（木）に開催されたクリスマスのイ
ベントである。今回は、クリスマスツリー内部に展示する
PET ボトルを再利用したクリスマスオーナメントの制作










 「有馬節分会」は、2014 年 2 月 2 日（日）に行った仮
装イベントであり、告知用のチラシのデザインをまんが表







泉との連携を 2001 年から行っており、この実績が 2006
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